
株式会社荏原製作所 

2026 年 12 月期 第 2 四半期決算説明会（2026 年 8 月 14 日開催） 質疑応答の内容 

 

質問者１：エネルギー事業の第 2 四半期営業利益について。説明会資料 P22 記載がある米国ジュネット工場

でのオペレーションロスによるコスト増・利益への影響額と、どういった内容で費用が発生したのか詳細は。 

細田：米国でビジネスを展開し生産拠点を維持する中で、中長期的には人手だけに頼らない近代化・自動化

が必要であるとの観点から、設備投資を継続してきた。米国と日本の労働環境の違いから、人力でのリカバ

リーが日本よりも難しい面がある中で、いくつかのロスコストが発生した。上期における影響額としては数

十億円前半のレベル感となっている。ただし、これらについては上期中に解決のめどが立っており、下期に

対して大きな悪影響はないと見ている。 

宮木：オペレーションコスト・追加コストの直近の原因としては、非常に初歩的な機械加工ミスや工程管理

のミスが挙げられる。原因の背景には、現在推進している自動化・省力化に伴う大幅な加工機械の入れ替え

や人員の再配置がある。これらを織り込んだうえで期初計画を立てたが、十分に対応しきれなかった。E-

Plan2028 の中で進める自動化・省力化の機械入れ替え等は順次完了していく。上期には大きなロスが発生し

たが、収拾の目途はついている。第 3 四半期、第 4 四半期においては、お示ししている営業利益を確実に達

成できるよう取り組んでいく。通期の営業利益を 30 億円下方修正した内訳は、米国の工場オペレーション

ロスと中東情勢の影響のミックスとご理解いただきたい。 

質問者１：通期営業利益の下方修正 30 億円のうち、3 分の 2 程度（約 20 億円）がオペレーションロスで、

10 億円程度が中東影響の追加分か。 

細田：その理解で問題ない。 

質問者２：精密・電子事業の受注推移について。第 1 四半期から第 2 四半期にかけて装置とコンポーネント

それぞれで動きがあったと思うが、地域・顧客種別・メモリ/ロジック別の変化と、下期見通し・来期に向け

た手応えは。 

細田：装置受注は第 1 四半期に急速に伸び、第 2 四半期は若干落ち着いた。これは第 2 四半期分の一部が第

1 四半期に前倒しで受注された影響もあるが、全体としては高い水準を維持している。一方コンポーネント

受注は、金額規模が大きくないため目立たないものの、4 四半期継続して受注が増加している。コンポーネ

ントは装置に少し遅れて市場拡大が反映されるビジネス特性があり、着実に拡大を取り込めている認識。下



期に向けても上期と同等以上の高水準な受注が継続する見通しであり、これを受けて通期計画を上方修正し

た。足元では、これらの受注増加を踏まえて、着実に生産を進めていく取り組みを行っている。 

南部：上期は同業他社と同様に、多くのお客様から需要が入ってきた。当社が強みを持つロジックのお客様

に加え、メモリのお客様からも非常に旺盛な発注をいただいている。装置受注の方がコンポーネントよりも

大きく上昇しているのは、各社の投資意欲が増す中、装置に対してお客様が前倒し発注を行う傾向があるか

らだ。コンポーネントに関しても今後引き続き上昇トレンドが続くとみている。下期についても通期受注計

画を 5,500 億円にアップデートした通り、旺盛な需要が持続する見通し。来期についても非常に良い年にな

りそうな手応えを得ているが、市況を見極めながら順次数字をアップデートしていきたい。 

質問者３：精密・電子事業における中国企業および NAND 関係の急速な投資拡大は、今回の受注予想にどの

程度反映されているか。 

南部：中国地域の旺盛な投資動向は認識している。NAND についても DRAM と比較すると規模感は小さい

ものの、徐々に投資が活発化していると認識している。具体的な比率は開示を控えるが、通期受注計画には

これら中国や NAND の状況も考慮している。 

質問者３：中国向け受注はここから急増する想定か。 

南部：当社の認識としては、急増するというよりはある程度の水準で維持される想定。 

質問者３：中国のファウンドリやフラッシュメモリ等の大型投資において、どの分野が動くと自社業績に最

も好影響を与えるか。 

南部：中国に限らず、ロジックのお客様にはすでに幅広くご採用いただいている。現在はメモリのお客様に

対しても積極的にプロモーションを行っており、今後メモリ投資の回復に伴い良い影響を得られると考えて

いる。 

質問者４：精密・電子事業の売上について、下期にかけてさらなるアップサイドはあるか。WFE 成長率見通

し（+18%）と競合他社の見通し（30%台後半）を比較した評価と併せて伺いたい。 

細田：現状最も蓋然性の高い売上着地点として今回の計画値を提示している。市場拡大と受注増加は顕著だ

が、リードタイムが延びていることもあり、今期中に売上計上できる水準として整理した。 

南部：装置は一定の納期がかかる製品であり、上期に急増した受注の大部分は来期の売上になってくる。納

期前倒しの努力は継続するが、現時点では提示した数字が最も妥当とみている。なお、当社の WFE 市場成



長率予測プラス 18%に対し、当社の売上成長率計画はプラス 24.2%であり、著しく見劣りする水準ではない

と考えている。 

質問者５：装置およびコンポーネントの現状のリードタイムと、通期計画の売上収益の上方修正 250 億円に

対して営業利益の上方修正が 35 億円にとどまる理由を伺いたい。 

南部：リードタイムは仕様や受注状況等により異なるが、現在は約 6〜12 ヶ月となっている。装置はスロッ

ト確保を目的としたお客様からの前倒し発注が増加している。コンポーネントは装置よりもリードタイムが

短い傾向だが、お客様側の工場稼働率は非常に高い水準で推移している。 

利益面については、売上増加の内訳として装置より利益率が比較的低いコンポーネントの伸び幅が大きかっ

たことや、案件ミックスの影響等から利益の増額幅が限定的になっている。営業利益率の改善は継続的に行

っていくが、現状最も蓋然性が高い数字として 35 億円と設定している。 

質問者６：精密・電子事業の生産能力について、2028 年中計目標（売上 5,000 億円強）を超える受注ペース

となっているが、現有設備で賄えるのか。 

南部：キャパシティに関しては、昨年竣工した新棟を含め現行の中計期間中の需要をしっかり賄える供給能

力を保持している。 

質問者６：説明会資料 P28 より、中東情勢の影響は上期にマイナス 16 億円、下期にそれをある程度取り戻

し、通期ではマイナス 10 億円との見通しだったが、中東情勢が完全に収束しきっていない中、エネルギー

事業における中東情勢の影響と下期計画の蓋然性、および下期受注の見通しについて伺いたい。 

細田：中東情勢は不確実性が続いているが、お客様側で状況への適応が進み、見合わせていた S&S 事業のパ

ーツ受け入れなどが再開され始めている。下期には徐々に売上計上できる見込み。また、受注全体としては

量・質（受注時利益率）ともに改善している。大型案件の受注タイミングにより半期ごとでばらつきはある

が、中期的には非常に良好な状況である。 

宮木：上期のマイナス 16 億円は、受注済み製品がお客様側の物流の都合で出荷できなかったことが主因で

あり、下期に売上計上される予定だ。通期影響をマイナス 10 億円としたのは、期初計画は例年通り緊急の

点検・サービス案件が下期に発生することを見越してたてたものの、現状の不透明な情勢下ではそういった

アップサイドは発生しにくいだろうと保守的に見積もったためである。 

全般的な受注動向については、製品事業とサービス＆サポート（S&S）事業で傾向が異なる。製品事業につ

いては、下期に予定されていた大型案件が顧客都合により上期へ前倒しとなった。その結果、上下半期のバ

ランスとしては上期偏重の傾向となっている。一方、S&S 事業（主にパーツ関連）においても、上期は当初



の想定を上回る旺盛な受注となった。市場環境の不透明感から、顧客がパーツの在庫確保を急ぐ動きが見ら

れ、発注の前倒しが発生したためである。ただし、顧客のパーツ発注やメンテナンス計画は、中長期的な定

期点検をベースに策定されているため、下期の受注動向は通年で見れば当初計画の範囲内に落ち着くと想定

している。 

質問者７：精密・電子事業について、第 1 四半期時点の見立てから下期売上・利益を増額修正した背景は何

か。 

南部：第 2 四半期も需要が極めて旺盛であったことを確認できたため、装置・コンポーネント双方の生産計

画を精査し、お客様側での稼働率向上による S&S の増加も加味してアップサイドを反映した。 

質問者７：環境事業について、コンティンジェンシー戻し入れ等により営業利益率 13%程度が続いているが、

これを実力値とみてよいか。 

細田：工事プロジェクトの特性上、想定よりコストがかからなかった場合のコンティンジェンシー戻し入れ

は継続的に発生する。延命化案件などのプロジェクト採算向上も寄与している。ただし、今後も継続的に

13%程度の水準を維持できるかは精査を要する。 

太田：今期の増益要因として、昨年比でコンティンジェンシーの戻し入れの割合は減少傾向で、延命化やメ

ンテナンス事業の伸びが利益を押し上げている。案件ミックスに左右されるため、継続的に 13%を維持でき

るかについては慎重にみている。基盤事業として、収益改善の取り組みを着実に進めていく。 

質問者８：精密・電子事業の受注伸長において、前工程と後工程のどちらが牽引しているか。 

南部：後工程向けの CMP 装置やめっき装置、ベベル研磨装置の受注のボリューム感はまだ限定的であり、

受注増加の大部分は前工程向けである。 

質問者８：今期通期受注計画が 1.2 兆円を超える中、E-Plan2028 の売上収益目標 1.2 兆円を前倒しで達成で

きる可能性と、その場合、新中期経営計画の目標を早期に発表するのか。また、追加の増産投資の検討状況

について。 

細田：売上収益目標 1.2 兆円は当社連結での目標である。確かに受注の進捗は想定以上だが、事業によって

リードタイムが 1 年を超えるものもあり、直ちに来期に売上計上されるわけではない。目標に対して、売上

収益の観点では前倒し傾向にあるのが事実だが、その他の要素も含めて総合的に勘案し、3 年間で計画した

施策を着実に実行した上で、全体目標の達成を目指していく方針である。 



生産能力に関しては、昨年完了した熊本工場の増強により当面対応可能だが、市場拡大に先んじた設備投資

計画は常に検討を進めている。 

質問者９：上期の前年実績対比で 419 億円の増収に対する為替の押し上げ効果はいくらか。また上期の売上

計画比に対して為替の影響はどれくらいだったか。 

渕田：前年同期比対ドル円で、約 10 円円安方向に進行しているため、売上全体に対する為替の押し上げ効

果はプラス 200 億円程度と試算している。上期売上計画に対しては、上振れの多くが為替による影響と捉え

ている。 

質問者 10：マイナス 60 度対応のチラー新製品は既存の製品ラインナップからの置き換え需要を狙うものか、

全くの新製品なのか。また、製品の競合比較における強みを伺いたい。 

細田：今回のチラー新製品は、クライオエッチング等で必要とされる極低温域での精密な温度コントロール

に向け、当社の冷熱・ポンプ技術を応用して新規参入したものである。 

永田：従来のエッチングプロセスの温度域はマイナス 30 度程度だが、より精密なエッチングを行うための

さらなる低温化へのニーズが増している。そのようななかで、マイナス 60 度領域の新製品を上市した。マ

イナス 60 度への対応は競合他社にとっても新領域で、各社開発・製品化に取り組んでいる状況。 

最大の差別化要素は省エネ性能であり、従来の他社製品と比較して電力量を 30%〜50%削減できる点が大き

な競合優位性となっている。 

質問者 11：エネルギー事業の中東影響額について、通期影響額が 5 月発表予想と比べて拡大したように見え

る点について説明してほしい。 

宮木：5 月時点の予想（上期マイナス 14 億円、通期±0億円）と比較すると、上期は出荷遅れが若干膨らみ

マイナス 16 億円となり、通期については下期に見込んでいた緊急点検等のアップサイドが発生しづらいと

みてマイナス 10 億円に修正した。 

質問者 12：精密・電子事業について。高付加価値化や受注時採算の改善状況を伺いたい。 

南部：高付加価値化の施策は鋭意進めているが、開発・評価を経て順次適用されるものであり、直近の受注

5,500 億円は既存製品の数量増加が主である。今後に向けてコストダウンや高付加価値化を進め、継続的な

利益率改善を図っていく。 

質問者 13：エネルギー事業の米国ジュネット工場におけるオペレーションロス収束の背景と対策について伺

いたい。 



宮木：新設備の導入や人員再配置に伴う問題の原因特定と個別対策が完了しており、一過性の要因と捉えて

いる。下期に向けては管理面の強化やサプライチェーンの改善を進めており、収束の目途が立っている。中

期的には 26 ページに示すような機械の自動化を進めていくことで恒久対策に繋げていく。 

以上 


